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● 洪水吐・減勢工の水理模型実験 
洪水吐の水理模型実験においては、洪水時の流量を安全に下流に流すことができるかを確認します。 余裕がある場合に

は、洪水吐の縮小等を検討し、経済的に優れた形状を提案します。 

減勢工の水理模型実験においては、減勢工下流の河川模型も再現し、減勢効果の評価を行います。下流河川が平面的に湾

曲している場合や減勢工長さが十分にとれない場合には、補助構造物設置等の検討を行い、減勢効果の得られる形状を提案

します。 
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セレスでは、縮尺1/10～1/50程度の模型を製作し、水力発電所構造物の水理模型実験により、安全性の確認、問題

点の抽出、および改良案の検討等を実施し、経済性、安全性、環境性に優れた最適な形状の提案を行っています。 

洪水吐・減勢工の水理模型実験では、現場の地形等の制約条件に即した構造物の提案を行っています。 また、揚水

発電所の水理模型実験では、取水時に問題となる取水渦や、放水時に問題となる放水流の偏流対策等を検討し、最適な

形状を提案します。 

図-1 洪水吐・減勢工の水理実験 

（（財 ）電力中央研究所 HP より 
http: / / cri epi .denken.or. jp/ jp/civil /  

result/ fluid/kensetsu.htm l#06） 

図-2 洪水吐流入部の水理実験 
（（財）電力中央研究所  所有設備） 
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● 揚水発電所の水理模型実験 
揚水発電所の放水時には、対岸の斜面崩壊や放水口底面での洗掘防止等の観点から、できるだけ均等に放流することが望

ましいとされています。放水時の水理模型実験においては、放水口内の隔壁間隔や、阻柱・阻梁などの検討を行い、均等放

流が得られる放水口形状の提案を行います。 
揚水発電所の取水時には、取水渦が発生し空気を巻き込むことがあります。空気の混入は、発電機の出力低下や、エアー

ハンマーによるコンクリート構造物の損傷などの悪影響を引き起こします。取水時の水理模型実験においては、取水時に発

生する渦を防止するための対策工の検討を行い、空気巻き込みの発生しない取水口形状を提案します。 
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図-3 揚水発電所放水時の放水流均等化実験 

取水口模型

流速分布

図-4揚水発電所取水時の渦防止対策工実験 

（（財 ）電力中央研究所 HP より 

http: / / criepi . denken.or. jp/ jp/civil /  
result/ fluid/kensetsu.html#06）  


